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募　

集

問
総
務
課
人
事
班

　

☎
内
線
２
３
１
７

平
成
28
年
度
臨
時
職
員
の
登
録
を

受
け
付
け
て
い
ま
す

問
市
民
課
国
保
年
金
班

　

☎
内
線
２
５
９
２ 

国
民
年
金
付
加
保
険
料
を
納
め
て

年
金
額
を
増
や
し
ま
せ
ん
か

問
平
戸
図
書
館

　

☎
内
線
２
０
１
６

「
本
の
修
理
講
座
」（
な
が
さ
き
県
民

大
学
主
催
講
座
）を
開
催
し
ま
す

問
ま
ち
づ
く
り
課
総
務
住
宅
班　

　

☎
内
線
２
２
８
５

公
営
住
宅
の
入
居
者
を
募
集
し
ま
す

問
企
画
財
政
課
ふ
る
さ
と
納
税
推
進
班　

　

☎
内
線
２
４
８
２

Ｉ
Ｃ
Ｔ
ス
キ
ル
向
上
研
修
を
開
催

し
ま
す

問
市
民
課
生
活
環
境
班　

　

☎
内
線
２
５
２
９

９
月
20
日
〜
26
日
は
動
物
愛
護
週

間
で
す

納
め
る
こ
と
で
、
受
給
す
る
年
金
額
を
増
や
す

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

付
加
年
金
の
受
給
開
始
か
ら
２
年
間
で
、
納

め
た
付
加
保
険
料
総
額
の
年
金
を
受
け
取
る
こ

と
が
で
き
、
大
変
お
得
で
す
。

○
付
加
年
金
に
加
入
で
き
る
人　

　
　

国
民
年
金
第
１
号
被
保
険
者
ま
た
は
65
歳

　

未
満
の
任
意
加
入
被
保
険
者
。
た
だ
し
、
国

　

民
年
金
保
険
料
の
免
除
該
当
者
お
よ
び
国
民

　

年
金
基
金
加
入
者
を
除
く
。

○
付
加
保
険
料　

４
０
０
円（
月
額
）

○
付
加
年
金
額　

２
０
０
円×

納
付
月
数

　
【
例
】付
加
保
険
料
を
10
年
間
納
め
た
場
合

　
　

納
付
総
額…

４
０
０
円×

10
年（
１
２
０

　
　

月
）＝
４
万
８
千
円

　
　

受
給
額(

年
額)…

 

２
０
０
円×

10
年（
１

　
　

２
０
月
）＝
２
万
４
千
円

※

付
加
保
険
料
の
納
付
は
、
申
し
込
ん
だ
月
分

　

か
ら
と
な
り
ま
す
。
希
望
す
る
人
は
、
市
民

　

課
国
保
年
金
班（
⑥
番
窓
口
）ま
た
は
各
支

　

所
地
域
振
興
課
、
各
出
張
所
で
手
続
き
を
し

　

て
く
だ
さ
い
。

○
お
問
い
合
わ
せ
先　

佐
世
保
年
金
事
務
所

　

℡
０
９
５
６-

34-

１
１
８
９

　

こ
の
週
間
は「
動
物
の
愛
護
と
適
正
な
飼
養

に
つ
い
て
の
関
心
と
理
解
を
深
め
る
た
め
」に

定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

適
正
な
飼
養
を
お
願
い
し
ま
す

　
○
と　

き

　

▼
第
１
回　

９
月
15
日（
木
）午
後
６
時
〜

　
　

午
後
７
時
30
分

　

▼
第
２
回　

９
月
23
日（
金
）午
後
６
時
〜

　
　

午
後
７
時
30
分

○
と
こ
ろ　

未
来
創
造
館

○
内　

容

　

▼
第
１
回　
「
Ｗ
Ｅ
Ｂ
サ
イ
ト
を
開
設
し
て

　
　

活
用
し
た
い
人
へ
」

　

▼
第
２
回　
「
Ｗ
Ｅ
Ｂ
用
語
や
便
利
な
Ｗ
Ｅ

　
　

Ｂ
サ
ー
ビ
ス
を
知
る
」

○
対
象
者　

Ｗ
Ｅ
Ｂ
に
興
味
が
あ
り
日
常
で
活

　

用
し
て
い
る
人

○
参
加
料　

無
料

○
そ
の
他　

筆
記
用
具
の
み
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

○
申
し
込
み
先　

電
話
で
企
画
財
政
課
ふ
る
さ

　

と
納
税
推
進
班
に
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　　

定
額
保
険
料
に
付
加
保
険
料
を
上
乗
せ
し
て

▼
犬
の
放
し
飼
い
は
条
例
で
禁
止
さ
れ
て
い
ま

　

す
。
周
り
の
人
に
迷
惑
を
か
け
な
い
よ
う
敷

　

地
内
で
つ
な
ぐ
か
、柵
内
な
ど
で
飼
い
ま
し
ょ

　

う
。
ま
た
、
散
歩
の
際
は
、
必
ず
リ
ー
ド
を

　

つ
け
ま
し
ょ
う
。

▼
フ
ン
の
不
始
末
は
他
人
を
不
快
に
さ
せ
、
感

　

染
の
危
険
も
あ
り
ま
す
。
飼
い
主
が
き
ち
ん

　

と
後
始
末
を
し
ま
し
ょ
う
。

▼
飼
っ
て
い
る
犬
や
猫
以
外
に
は
、
エ
サ
や
り

　

を
止
め
ま
し
ょ
う
。
野
良
犬
・
猫
の
増
加
に

　

つ
な
が
り
ま
す
。

「
動
物
愛
護
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」の
開
催

○
と　

き　

９
月
17
日（
土
）　

午
前
10
時
〜
正

　

午（
荒
天
時
中
止
）

○
と
こ
ろ　

平
戸
公
園
自
由
広
場（
岩
の
上
町

　

９
０
９‐

１
）

○
内　

容　

警
察
犬
模
範
訓
練
、
小
動
物
と
の

　

ふ
れ
あ
い
コ
ー
ナ
ー
、
犬
の
し
つ
け
方
教
室
、

　

犬
や
猫
の
健
康
相
談
、
プ
ラ
板
で
迷
子
札
を

　

作
っ
て
み
よ
う
。

○
入
場
料　

無
料

○
お
問
い
合
わ
せ
先　

長
崎
県
県
北
保
健
所

　

℡
57-

３
９
３
３

　　

入
居
を
希
望
す
る
人
は
、
申
込
書
に
添
付
書

類
を
添
え
て
、
ま
ち
づ
く
り
課
、
ま
た
は
各
支

所
地
域
振
興
課
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

○
募
集
戸
数　
　

８
戸

　

①
平
戸
地
区　

５
戸

　

②
田
平
地
区　

３
戸

　

※

７
月
募
集
で
応
募
の
な
か
っ
た
住
宅
に
つ

　
　

い
て
は
、
随
時
募
集
を
行
っ
て
い
ま
す
の

　
　

で
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
窓
口
に
て
ご

　
　

確
認
く
だ
さ
い
。

○
募
集
期
限　

９
月
12
日（
月
）

　

※

郵
送
で
も
受
け
付
け
ま
す
。（
必
着
）

○
募
集
資
格　

原
則
と
し
て
、
次
の
す
べ
て
の

　

要
件
を
満
た
し
て
い
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

①
収
入
が
公
営
住
宅
法
施
行
令
に
定
め
ら
れ

　
　

た
基
準
内
で
あ
る
こ
と

　

②
住
宅
に
困
っ
て
い
る
こ
と

　

③
地
方
税
な
ど
の
滞
納
が
な
い
こ
と

　

④
暴
力
団
員
で
な
い
こ
と（
同
居
人
を
含
む
）

　

⑤
特
定
公
共
賃
貸
住
宅
に
つ
い
て
は
、
同
居

　
　

ま
た
は
同
居
し
よ
う
と
す
る
親
族
が
あ
る

　
　

こ
と
。

　

※

単
身
で
入
居
す
る
人
は
、
２
Ｋ
以
下
の
住

　
　

宅
に
住
む
こ
と
に
な
り
ま
す
。（
高
齢
者
、

　
　

障
が
い
者
な
ど
を
除
く
）

○
添
付
書
類

　

①
世
帯
全
員
の
所
得
証
明
書（
平
成
27
年
分
）

　

②
納
税
証
明
書

　

③
住
民
票
謄
本

　

※

平
成
28
年
１
月
１
日
現
在
で
市
内
に
住
所

　
　

を
有
し
て
い
た
方
は
、
個
人
番
号（
マ
イ

　
　

ナ
ン
バ
ー
）提
供
に
よ
り
添
付
書
類
の
提

　
　

出
が
省
略
で
き
ま
す
。

○
選
考
方
法　

募
集
戸
数
を
超
え
た
住
宅
に
つ

　

い
て
は
、
抽
選
に
よ
り
選
考
し
ま
す
。
な
お
、

　

抽
選
会
は
、
た
び
ら
活
性
化
施
設
研
修
室
で

　

10
月
１
日（
土
）に
開
催
予
定
で
す
。

　

※

抽
選
会
の
開
催
に
つ
い
て
は
、
該
当
者
に

　
　

後
日
通
知
し
ま
す
。

【
注
意
】入
居
決
定
後
に
入
居
を
辞
退
す
る
こ
と

　

が
な
い
よ
う
、
事
前
に
十
分
検
討
し
た
う
え

　

で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

市
で
は
臨
時
職
員
の
登
録
を
随
時
受
け
付
け

て
い
ま
す

○
採
用
期
間　

平
成
28
年
度
内
の
必
要
な
期
間

　
（
必
要
に
応
じ
て
選
考
採
用
し
ま
す
。
欠
員

　

な
ど
が
無
い
場
合
は
、
登
録
し
て
も
採
用
さ

　

れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。）

○
職
務
内
容　

一
般
事
務
補
助
、
看
護
師
、
保

　

育
士
な
ど

○
勤
務
時
間　

１
日
６
時
間
〜
７
時
間
45
分

○
登
録
方
法　

市
販
の
履
歴
書
、
ま
た
は
総
務

　

課
・
各
支
所
・
出
張
所
に
備
え
付
け
の
申
込

　

書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
提
出
し
て
く
だ

　

さ
い
。

　

※

看
護
師
、
保
育
士
と
し
て
登
録
を
希
望
す

　
　

る
人
は
免
許
証
な
ど
の
写
し
を
添
え
て
く

　
　

だ
さ
い
。

　

※

登
録
の
有
効
期
間
は
、
平
成
29
年
３
月
31

 
 

日
ま
で
で
、
提
出
書
類
は
返
却
し
ま
せ
ん
。

○
応
募
資
格　

地
方
公
務
員
法
第
16
条
の
欠
格

　

事
項
に
該
当
し
な
い
人（
障
が
い
の
あ
る
人

　

に
つ
い
て
は
、
介
助
な
し
で
職
務
遂
行
で
き

　

る
人
）

○
日
額
賃
金　

５
，
９
０
０
円（
事
務
補
助
７

　

時
間
45
分
勤
務
の
場
合
）

　　

図
書
館
・
学
校
図
書
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
し

て
い
る
人
、
こ
れ
か
ら
始
め
た
い
人
を
対
象
に
、

本
の
修
理
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

○
と　

き　

第
１
回　

９
月
６
日（
火
）

　
　
　
　
　

第
２
回　

９
月
20
日（
火
）

　

い
ず
れ
も
午
後
１
時
30
分
〜
午
後
３
時
30
分

　
※

原
則
両
方
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

○
と
こ
ろ　

未
来
創
造
館
Ｃ
Ｏ
Ｌ
Ａ
Ｓ
平
戸

　

ホ
ー
ル

○
内　

容　

修
理
本
の
紹
介
、
修
理
の
実
演
、

　

実
習
を
行
い
ま
す
。

○
参
加
費　

無
料

広報ひらど 平成28年９月号 18Hirado City Public Relations,2016.919

高齢者への詐欺や事故を未然に防ぐため
　８月１日、平戸市役所本庁３階会議室において、「高齢社会総

合対策ネットワークに関する協定調印式」が行われました。

　高齢者を特殊詐欺や交通事故から未然に防ごうと、市と平戸警

察署で協定を結び、虐待被害や不審者情報を共有して高齢者の見

守りや事故防止などにあたります。

　調印式で、平戸警察署長は「これまで以上に犯罪の前兆をつか

んで素早く解決できるようにしたい」と話しました。

　８月７日、平戸市未来創造館ＣＯＬＡＳ平戸において、開館１

周年記念イベントが開催されました。

　公民館の部では、愛の園保育所による太鼓の披露や、定期使用

団体の作品の展示、呈茶の披露やブリザードフラワーの体験講座、

屋台での振る舞い、図書館の部では、ゆかたｄｅ窓口サービスや

図書館探検スタンプラリー、ブックリサイクルなども行われ、多

くの催し物でにぎわいました。

未来創造館で、開館１周年記念イベント開催
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問
消
防
本
部
予
防
課

　

☎
内
線
２
１
２
４

携
帯
か
ら
の
１
１
９
番
通
報
に
つ
い
て

問
文
化
交
流
課
交
流
推
進
班

　

☎
内
線
２
２
７
８

国
際
交
流
員
を
紹
介
し
ま
す

問
福
祉
課
総
務
班　

　

☎
内
線
２
５
６
２

第
10
回
特
別
弔
慰
金
の
申
請
は
お

済
み
で
す
か

問
北
松
北
部
環
境
組
合

　

☎
26-

１
３
０
０ 

汚
泥
堆
肥『
環
境
一
番
』の
予
約
受

付
休
止
に
つ
い
て

問
税
務
課
住
民
税
班　

　

☎
内
線
２
５
４
７

農
耕
作
業
用
自
動
車
も
ナ
ン
バ
ー

登
録
が
必
要
で
す

問
市
民
課
生
活
環
境
班　

　

☎
内
線
２
５
２
９

秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動
が
実
施

さ
れ
ま
す

問
農
林
課
総
務
班

　

☎
内
線
２
２
６
２ 

「
緑
の
募
金
」へ
の
ご
協
力
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

トラクター

コンバイン乗用田植機

活
動
に
お
い
て
、
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
の
温
か

い
ご
協
力
に
よ
り
、
96
万
２
，
２
４
０
円
の
募

金
が
集
ま
り
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

　

こ
の
募
金
は
、
私
た
ち
の
豊
か
な
生
活
を
支

え
、
多
く
の
恵
み
を
与
え
て
く
れ
る
森
林
づ
く

り
の
ほ
か
、
花
苗
や
花
木
の
配
布
な
ど
地
域
の

緑
化
に
も
活
用
し
ま
す

　　

北
松
北
部
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
で
製
造
し
て

い
る
汚
泥
堆
肥「
環
境
一
番
」が
、
施
設
の
大

規
模
改
修
工
事
の
た
め
、
平
成
30
年
５
月
か
ら

製
造
を
停
止
し
ま
す
。

　

そ
の
た
め
現
在
の
予
約
状
況
を
踏
ま
え
、
９

月
か
ら
予
約
受
付
を
休
止
し
ま
す
。
再
開
の
際

に
は
改
め
て
周
知
し
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す

○
予
約
休
止
期
間　

９
月
１
日（
木
）〜
平
成
31

 

年
３
月（
予
定
）

　

※

予
約
済
み
の
人
に
お
い
て
は
、
施
設
が
停

　
　

止
す
る
ま
で
に
納
め
る
よ
う
に
努
め
ま
す

　
　

が
、
場
合
に
よ
っ
て
は
納
品
で
き
な
い
こ

　
　

と
も
あ
り
ま
す
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
ご
了

　
　

承
く
だ
さ
い
。

　

　　

市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
国
際
理
解
向
上

さ
せ
る
た
め
に
、
８
月
か
ら
国
際
交
流
員
を
招

致
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
、
中
国
人
の
国
際
交
流
員
に
続
き

２
人
目
で
す
。

○
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

　

▼
名
前　

シ
ン
ゴ
デ
ィ
ク
ロ
ー
モ
・
ヴ
ァ
ー

　
　
　
　
　

ジ
ル
・
ル
シ
ア
ノ

　

▼
出
身
地　

オ
ラ
ン
ダ
王
国
ア
ル
メ
レ
州　

○
皆
さ
ん
に
一
言　

オ
ラ
ン
ダ
交
流
事
業
を
推

　

進
し
て
い
き
、
市
民
の
皆
さ
ん
と
国
際
交
流

　

を
深
め
て
、
平
戸
市
と
オ
ラ
ン
ダ
の
架
け
橋

　

と
し
て
活
躍
し
た
い
で
す
。

　　

３
月
１
日
か
ら
５
月
31
日
ま
で
の
緑
の
募
金

　

乗
用
装
置
の
あ
る
農
耕
作
業
用
自
動
車
は
公

道
を
走
行
す
る
、
し
な
い
に
関
わ
ら
ず
、
小
型

特
殊
自
動
車
に
分
類
さ
れ
、
所
有
者
に
な
っ
た

と
き
は
車
両
を
登
録
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
新
た
に
購
入
・
譲
渡
し
た
農
耕
作
業

用
自
動
車
に
つ
い
て
は
、
届
出
な
し
に
ナ
ン

バ
ー
プ
レ
ー
ト
を
付
け
替
え
る
の
で
は
な
く
、

旧
自
動
車
の
廃
車
申
告
を
行
い
、
新
た
に
登
録

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
の
で
、
正
し
い
申
告
を

お
願
い
し
ま
す
。

　

未
登
録
車
両
の
現
地
調
査
も
行
っ
て
お
り
ま

す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　　

９
月
21
日（
水
）か
ら
30
日（
金
）ま
で
の
10

日
間「
秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動
」が
実
施
さ

れ
ま
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
一
人
一
人
が
交
通
ル
ー
ル
を

守
り
、
交
通
マ
ナ
ー
の
向
上
と
子
ど
も
や
高
齢

者
に
優
し
い
交
通
環
境
づ
く
り
に
取
り
組
み
ま

し
ょ
う
。

○
重
点
項
目

　

▼
夕
暮
れ
時
と
夜
間
の
歩
行
中
・
自
転
車
乗

　
　

用
中
の
交
通
事
故
防
止（
特
に
、
反
射
材

　
　

用
品
な
ど
の
着
用
の
推
進
お
よ
び
自
転
車

　
　

前
照
灯
の
徹
底
）

　

▼
後
部
座
席
を
含
め
た
全
て
の
座
席
の
シ
ー

　
　

ト
ベ
ル
ト
と
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
正
し

　
　

い
着
用
の
徹
底

　

▼
飲
酒
運
転
の
根
絶

　　

携
帯
電
話
か
ら
の
１
１
９
番
通
報
時
に
は
、

次
の
２
点
を
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

○
注
意
点

　

①
市
外
局
番
０
９
５
０
は
い
り
ま
せ
ん
。　

　

②「
場
所
は
ど
こ
で
す
か
」の
問
に
対
し
て

　
　
「
平
戸
市
○
○
町
○
番
地
で
す
」と
頭
に

　
　
「
平
戸
市
」を
つ
け
る
よ
う
に
お
願
い
し
ま

　
　

す
。
携
帯
電
話
か
ら
の
１
１
９
番
通
報
は

　
　

場
所
に
よ
り
他
市
消
防
本
部
に
つ
な
が
る

　
　

可
能
性
が
あ
る
か
ら
で
す
。
も
し
、
他
市

　
　

消
防
本
部
に
つ
な
が
っ
た
場
合
も
電
話
を

　
　

切
ら
ず
に
待
っ
て
頂
け
れ
ば
平
戸
市
消
防

　
　

本
部
に
繋
が
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

※

市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
の
休
日
夜
間
の
病
院

　
　

問
い
合
わ
せ
で
１
１
９
番
で
の
問
い
合
わ

　
　

せ
が
多
く
あ
り
ま
す
。
１
１
９
番
は
緊
急

　
　

時
の
電
話
に
な
り
ま
す
の
で
、
病
院
案
内

　
　

に
つ
い
て
は
☎
22―
４
１
９
９
ま
で
お
問

　
　

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

戦
後
70
周
年
に
当
た
り
、
戦
没
者
な
ど
の
遺

族
に
対
し
、
国
と
し
て
改
め
て
弔
慰
の
意
を
表

す
る
た
め
、
特
別
弔
慰
金（
記
名
国
債
）を
支

給
す
る
も
の
で
す
。

○
支
給
対
象
者　

戦
没
者
な
ど
の
死
亡
当
時
の

　

遺
族
で
、
平
成
27
年
４
月
１
日（
基
準
日
）

　

に
お
い
て「
恩
給
法
に
よ
る
公
務
扶
助
料
」

　

や「
戦
傷
病
者
戦
没
者
遺
族
等
援
護
法
に
よ

　

る
遺
族
年
金
」な
ど
を
受
け
る
人（
戦
没
者

　

等
の
妻
や
父
母
等
）が
い
な
い
場
合
に
、
次

　

の
順
番
に
よ
る
先
順
位
の
遺
族
１
人
に
支
給

　

①
平
成
27
年
４
月
１
日
ま
で
に
戦
傷
病
者
戦

　
　

没
者
遺
族
等
援
護
法
に
よ
る
弔
慰
金
の
受

　
　

給
権
を
取
得
し
た
人

　

②
戦
没
者
な
ど
の
子

　

③
戦
没
者
な
ど
の
父
母 

・
孫 

・
祖
父
母 

・
兄

　
　

弟
姉
妹　

　

※

戦
没
者
な
ど
の
死
亡
当
時
、
生
計
関
係
を

　
　

有
し
て
い
る
こ
と
な
ど
の
要
件
を
満
た
し

　
　

て
い
る
か
ど
う
か
に
よ
り
、
順
番
が
入
れ

　
　

替
わ
り
ま
す
。

　

④
上
記
１
か
ら
３
以
外
の
戦
没
者
な
ど
の
三

　
　

親
等
内
の
親
族（
甥
、
姪
な
ど
）　

　

※

戦
没
者
な
ど
の
死
亡
時
ま
で
引
き
続
き
１

　
　

年
以
上
の
生
計
関
係
を
有
し
て
い
た
人
に

　
　

限
り
ま
す
。

○
支
給
内
容　

額
面
25
万
円
、
５
年
償
還
の
記

　

名
国
債

○
請
求
期
間　

平
成
27
年
４
月
１
日
か
ら
平
成

　

30
年
４
月
２
日（
請
求
期
間
を
過
ぎ
る
と
第

　

10
回
特
別
弔
慰
金
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な

　

く
な
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。）

　
※

す
で
に
請
求
手
続
き
を
済
ま
せ
て
い
る
人

　
　

に
つ
い
て
は
、
新
し
い
国
債
の
発
行
ま
で

　
　

に
、
請
求
日
か
ら
約
１
年
ほ
ど
時
間
が
か

　
　

か
っ
て
い
ま
す
。
市
へ
届
き
次
第
通
知
を

　
　

し
ま
す
の
で
、
今
し
ば
ら
く
お
待
ち
く
だ

　
　

さ
い
。

広報ひらど 平成28年９月号 20Hirado City Public Relations,2016.921


	18-19
	20-21

